
197fi年2j］25日第三拝郵便物認可（毎週４回月曜・火雌・木曜・金曜発行うSSKO増刊通巻935号　1991年Ｈ月16日発行

〒171東京都豊島区目白2 －38一 ２

　　　　　　　　　　

紫山会ビル4F

　

aO3(3985)ﾜ591 / FAX 03(3985)ﾜ598

　

購読料１部300円(年間1,500円送料込)

　

1992年度（平成４年度）

厚生省予算概算要求主な内容

○看護婦等の養成等確保対策

　

・看護業務改善事業

　

・看護婦２年課程検討会

　

・看護婦等養成所連営費

　

・看護婦等の就労促進

　　　

ナースセンターの創設

○地域保健医療推進対策等

○救急医療対策

○へき地保健医療対策

○老人保健対策・痴呆性老人対策

○母子保健対策

○梢神保健対策

Ｏ健康づくり対策

〇特定疾患対策

　

・がん対策

　

・循環器疾忠対策

　

・腎不全等移植対策

　

・難病対策

　　　

調査研究

　　　

特定疾患治療研究費(33->35疾忠）

　　　

小児慢性疾忠治旅研究費

　　　

難病病床等の整備

　　　

難病忠者地域保健医療推進事業

　　　　

医療相談

　

14県今25県

　　　　

訪問診療

　　　　　

7県

○結核その他疾忠対策

○在宅老人対策

○在宅身体障害者対策

○在宅心身障害児（者）対策

　

日本患者･家族団体協議会
4闘勿⑩の

抑闇
之包目

82,656百万円
７
C
O

c
＜
]
i
n

(
M

Ｏ
Ｏ

i
-
i

　
　
　
　

｛
ｎ
‘
７

　
　
　
　

ｉ
ｎ

　
　
　
　

―

　

75,540

　

22,470

　　

4､806

526､896

　

21、346

　

18､565

133,253

43,392

37,131

　

1,015

68,078

　

2,762

11,499

　

8､066
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26

353,218

　

90,716

　

86,082

　

86,798

拡
大
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ

れ
要
求
し
て
い
ま
す
（
訪

問
診
療
は
七
県
）
。

　

疾
病
対
策
と
し
て
は
骨

髄
提
供
者
確
保
事
業
の
創

設
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
来
年
一
月
の

脳
死
臨
調
の
結
論
に
対
応

す
る
も
の
と
し
て
「
臓
器

移
植
調
査
検
討
費
」
千
五

百
万
円
が
要
求
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

生
活
保
護
対
策
で
は
、

保
護
費
が
今
年
度
予
算
に

比
べ
て
六
百
十
七
回
円
か

削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
は
八
月
二
十
二
日
、
九
二
年

度
予
算
の
概
算
要
求
を
ま
と
め
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
要
求
総
額
は
十

二
兆
八
千
八
百
二
十
一
億
円
で
、
今
年

度
予
算
に
比
べ
て
七
千
二
億
円
増
（
五

・
七
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

概
算
要
求
全
体
の
主
要
事
項
と
し
て

は
、
保
健
・
福
祉
分
野
で
は
看
護
婦
な

ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー
対
策
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
で
は
「
高
齢
者
保
健
福

祉
推
進
十
ヵ
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

厚
生
省
9
2
年
度
予
算
概
算
要
求

ン
）
の
着
実
な
展
開
」
と
し
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
、
ケ
ア
実
習

・
普
及
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施
、
老
人

性
痴
呆
疾
患
療
養
病
棟
の
整
備
な
ど
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

　

難
病
対
策
は
新
規
の
事
業
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
治
療
研
究
事
業
（
公
費
負
担

事
業
）
は
二
疾
患
増
を
、
ま
た
難
病
患

者
医
療
相
談
モ
デ
ル
事
業
は
、
「
難
病

患
者
地
域
保
健
医
療
推
進
事
業
」
と
名

称
を
改
め
、
実
施
県
を
医
療
相
談
に
つ

い
て
は
十
四
か
ら
二
十
五
都
道
府
県
に
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「
各
地
の
結
成
状
況
は
？
」

　

「
活
動

の
内
容
は
？
」

　

「
運
営
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
？
」
「
今
後
の
課
題
は
？
」
な

ど
、
各
県
の
個
人
参
加
団
体
の
悩
み
や

情
報
を
交
換
し
合
う
た
め
に
、
九
月
二

十
八
、
九
日
の
二
日
間
、
京
都
市
内
で

Ｊ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み

と
な
る
「
地
域
難
病
連
個
人
参
加
団
体

交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
、
北
海
道
か
ら

鹿
児
島
ま
で
十
二
道
府
県
か
ら
四
十
数

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

特
に
地
元
京
都
わ
ら
び
会
か
ら
は
二

十
人
を
越
え
る
参
加
が
あ
り
盛
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
役
員
の
あ
い
さ
つ
、
自
己
紹

介
の
後
、
さ
っ
そ
く
交
流
を
始
め
ま
し

た
。
単
独
で
は
会
を
結
成
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
希
少
難
病
患
者
の
期
待
に
応

え
る
た
め
、
個
人
参
加
団
体
結
成
の
必

要
性
を
感
じ
つ
つ
も
難
病
連
事
務
局
体

制
か
ら
そ
の
見
通
し
が
立
た
な
い
と
い

う
県
も
あ
れ
ば
、
十
年
以
上
の
歴
史
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
る
県
も
あ
り
実
情

は
様
々
で
す
。

　

各
県
の
代
表
者
か
ら
次
々
と
発
言
が

出
ま
し
た
。

１
人
で
悩
ん
で
た

生
き
る
希
望
が
・
：

◇
相
談
活
動
（
事
業
）
を
通
じ
て
「
同

　

じ
疾
病
の
人
と
交
流
し
た
い
、
難
病

　

連
に
入
会
し
た
い
」
な
ど
の
声
に
応

　

え
る
た
め
に
個
人
参
加
の
会
を
結
成

　

す
る
こ
と
に
な
っ
た
…
Ａ
県

◇
難
病
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
新
聞

　

で
知
り
す
ぐ
に
電
話
を
か
け
た
。
ひ

　

と
り
で
悩
ん
で
い
た
が
生
き
る
希
望

　

を
も
て
た
。
自
分
と
同
じ
よ
う
な
人

　

の
た
め
に
と
希
少
難
病
患
者
の
交
流

　

を
重
ね
る
な
か
で
結
成
し
た
…
Ｇ
県

◇
難
病
医
療
・
生
活
相
談
の
な
か
で
「
会

＠

　

が
な
い
か
」
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

　

て
も
全
国
団
体
を
紹
介
す
る
程
度
で

　

あ
っ
た
が
、
開
店
休
業
状
態
の
会
の

　

再
結
成
を
今
年
の
総
会
で
確
認
し
た

　

・
：
Ｎ
県

◇
事
務
局
体
制
の
不
備
、
個
人
会
員
の

　

な
か
に
世
話
役
が
見
い
だ
せ
な
い
、

　

な
ど
の
た
め
に
当
面
は
無
理
。
各
県

　

の
経
験
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
参

　

加
し
た
・
：
Ｋ
県

　

ま
た
こ
れ
ら
の
代
表
者
の
発
言
を
受

け
て
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
も
発
言
が

続
き
ま
す
。

重
症
患
者
が
多
く

会
の
運
営
難
し
い

◇
多
発
性
硬
化
症
友
の
会
を
つ
く
っ
た

　

が
、
重
症
の
患
者
が
多
く
会
運
営
が

　

困
難
な
た
め
や
む
な
く
解
散
し
た

◇
九
年
前
十
人
程
度
で
ス
タ
ー
ト
し
、

　

現
在
十
四
疾
患
二
十
数
人
に
な
っ
て

　

い
る
が
、
統
一
し
た
会
合
を
持
つ
の

　

に
苦
労
し
て
い
る

◇
懇
談
・
交
流
す
る
の
が
主
で
、
思
う

　

よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い

◇
難
病
連
結
成
と
同
時
に
つ
く
ら
れ
た

　

が
世
話
役
が
な
く
放
置
状
態
だ
っ

　

た
。
今
年
か
ら
私
か
手
伝
う
こ
と
に

　

な
っ
た

◇
九
人
い
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の

　

相
談
会
を
し
た
い

◇
患
者
数
の
比
較
的
多
い
疾
患
は
部
会

　

を
つ
く
っ
て
い
る
。
ほ
ん
と
う
に
希

　

少
難
病
の
患
者
の
願
い
に
応
え
る
た
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め
の
対
策
委
員
会
を
準
備
し
て
い
る

◇
会
員
に
は
神
経
難
病
の
患
者
が
多
く

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）

　

の
患
者
に
県
か
ら
人
工
呼
吸
器
（
約

　

二
百
万
円
）
が
無
償
貸
与
さ
れ
た

◇
患
者
の
多
く
は
医
療
機
関
の
整
っ
た

　

近
県
に
行
く

◇
京
都
に
つ
い
て
び
っ
く
り
、
車
椅
子

　

で
の
移
動
が
ま
っ
た
く
不
自
由
だ

◇
昨
年
八
月
に
「
難
病
を
考
え
る
集
い
」

全
国
的
な
連
携
で

体
制
づ
く
り
必
要

◇
若
年
性
糖
尿
病
患
者
は
二
百
人
ほ
ど

　

い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
役
員

　

だ
け
が
難
病
連
に
加
入
し
て
い
る
。

　

二
十
歳
を
過
ぎ
る
と
公
費
負
担
が
切

　

れ
、
就
職
も
、
糖
が
下
り
て
い
る
と

　

断
ら
れ
る

を
開
い
た
。
医
療
相
談
と
交
流
会
を

　
　

◇
（
希
少
難
病
者
の
問
題
が
）
顕
在
化

県
下
四
ヵ
所
で
行
っ
た
。
難
病
連
自

身
が
動
き
出
し
た
ば
か
り
。
意
欲
は

持
っ
て
い
る

　

し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
。
マ
ス
コ

　

ミ
の
協
力
で
社
会
に
訴
え
て
い
る

◇
Ｍ
病
院
で
筋
ジ
ス
と
い
わ
れ
た
が
、

　

Ｕ
病
院
で
ク
ー
ゲ
ル
ペ
ル
グ
ベ
ラ
ン

　

ダ
病
と
診
断
さ
れ
た

◇
ジ
ル
デ
ラ
ッ
ト
ゥ
レ
ッ
ト
症
候
群
の

　

患
者
だ
が
同
じ
病
気
の
方
を
求
め
て

　

入
会
し
た

◇
レ
ッ
ク
リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
氏
病
患
者

　

だ
が
就
職
で
差
別
さ
れ
た
。
失
望
と

　

い
う
よ
り
絶
望
感
に
陥
っ
て
自
殺
を

　

考
え
た
こ
と
も
あ
る
。
社
会
の
理
解

　

を
求
め
努
力
し
て
い
る

◇
機
関
紙
を
発
行
し
て
い
る
が
反
応
を

　

つ
か
み
か
ね
て
い
る

◇
機
関
紙
を
手
作
り
で
出
し
て
い
る
が

　

反
応
は
Ｏ
と
い
え
ば
０
だ
。
し
か
し

{3i=

　

電
話
が
あ
り
「
あ
あ
読
ん
で
く
れ
て

　

い
る
な
：
」
と
思
う
こ
と
も

◇
医
療
相
談
を
す
る
に
し
て
も
患
者
数

　

が
少
な
い
。
他
県
で
行
わ
れ
る
時
に

　

は
近
県
に
も
呼
び
か
け
て
ほ
し
い

◇
一
県
で
は
患
者
が
少
な
く
て
も
全
国

　

的
に
は
相
当
い
る
。
機
関
紙
を
交
換

　

し
て
交
流
を
。
ま
た
全
国
的
な
連
絡

　

体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
。

　

話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参

加
者
か
ら
の
発
言
を
受
け
て
、
司
会
者

か
ら
次
の
よ
う
な
ま
と
め
が
あ
り
ま
し

た
。
①
独
り
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ
う
。
で
き
る

　

範
囲
で
励
ま
し
あ
っ
て
い
こ
う
。

②
各
県
の
経
験
を
交
流
し
よ
う
。
活
動

　

家
不
足
な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
互
い

　

に
機
関
紙
を
交
換
し
よ
う
。

⑤
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
交
流
、
難
病
連

　

を
ど
う
動
か
す
か
、
全
国
組
織
に
つ

　

な
ぐ
こ
と
も
考
え
よ
う
。

④
公
費
負
担
・
年
齢
制
限
の
撤
廃
な
ど

　

制
度
改
善
を
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
反
映
さ
せ
て

　

運
動
を
。

⑤
秋
の
全
国
患
者
・
家
族
集
会
（
十
一

　

月
十
七
、
八
日
）
成
功
さ
せ
よ
う
／

　

最
後
に
、
京
都
わ
ら
び
会
の
高
岡
て

る
子
会
長
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し

☆
参
加
者
の
疾
患
名
－
文
中
の
方

　

お
よ
び
難
病
連
・
Ｊ
Ｐ
Ｃ
代
表

　

者
は
省
略
－

心
臓
病
、
ウ
エ
ハ
ー
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
病
、
メ
ニ
ュ
エ
ー
ル
病
、
オ
ス

ト
ミ
ー
、
膠
原
病
、
亜
急
性
連
合

索
性
脊
髄
症
、
後
従
靭
帯
骨
化
症
、

脊
髄
小
脳
変
性
症
、
バ
ー
ジ
ャ
ー

病
、
ベ
ー
チ
エ
＾
卜
病
、
ム
コ
多

糖
類
シ
ー
症
候
群
、
脊
髄
空
洞
症
、

下
垂
体
性
小
人
症
、
気
管
支
拡
張

症
、
重
症
筋
無
力
症
、
潰
瘍
性
大

腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
、
胆
道
閉
鎖

症
た
。

　

「
各
県
の
状
況
を
聞
い
て
た
い
へ
ん
だ

な
あ
と
思
っ
た
。
で
も
独
り
ぼ
っ
ち
の

患
者
を
な
く
さ
ね
ば
。
山
ほ
ど
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
今
日
を
き
っ
か
け
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
の
た
め
福

祉
の
た
め
に
と
消
費
税
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
先
日
老
人
保
健
法
が
改
悪
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
秋
の

大
集
会
に
も
参
加
し
て
勉
強
し
た
い
」

　

（
報
告
・
加
納
正
雄
－
京
都
難
病
連
）

29/｡|IS＠の1●間
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老
人
保
健
法
が
修
正
成
立

患
者
負
担
、
ス
ラ
イ
ド
制
導
入

　

患
者
本
人
の
医
療
費
一
部
負
担
の
引
き

上
げ
や
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
老
人
保
健
法
「
改
正
」
案
が
、
九

月
十
二
日
の
衆
院
本
会
議
で
共
産
党
を
除

く
賛
成
多
数
で
可
決
、
参
院
に
送
付
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
参
院
で
も
一
部
再
修
正

さ
れ
衆
院
で
も
可
決
、
来
年
一
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新・老人保健制度

　

同
法
は
、
先
の
通
常
国
会
で
、
①
患
者

一
部
負
担
の
引
き
上
げ
②
患
者
一
部
負
担

に
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入
③
老
人
保
健
施
設

療
養
費
の
公
費
負
担
の
引
き
上
げ
④
訪
問

看
護
制
度
の
創
設
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
政

府
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
継
続
審
議

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
臨
時
国
会
で
は
、
野
党
五
党
が
修

現　　行 政　府　案 修　　正　　後

一

部

負

担

外来800円/月

入院400円/月

外米1.000円/月

入院　800円/月

㈲年７月から）

　　　　　〈外来〉　　〈入院〉

ト93年度)900円/月600円/日

(94､95年度)1,000円/月700円/日

(96年度勺　物価スライド

　　(92年１月から)

ス
ラ
イ

ド
制

-

指標

　医療費

(92年度から)

指標

　消費者物価

　　(96年度から)

公

貧

負

担

拡

大

３割

　３割弓５割

・老人保健施設

・介護体制の整

　った老人病院

(92年４日から)

　３割⇒５割

・老人保健施設

・介護体制の整った老人病院

・訪問看護療養費

・粕神病院の老人性痴呆療養病

　棟

　　（92年４月から）

制老
鉛

頴

設護

-

(92年４月から) （92年4 FIから）

・スライド規定、老健制度検討

　条項を新設

＠

正
案
を
衆
院
厚
生
委
貝
会
に
提
出
し
、
十

日
の
委
員
会
、
十
二
日
の
本
会
議
で
可
決

さ
れ
、
参
議
院
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
参
院

で
は
こ
の
修
正
案
を
さ
ら
に
再
修
正
し

て
、
衆
院
で
も
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

再
修
正
後
の
老
人
保
健
法
の
内
容
は
別

表
の
通
り
で
す
が
、
こ
の
「
改
正
」
は
、

老
人
訪
問
制
度
の
創
設
な
ど
部
分
的
に
評

価
で
き
る
点
は
あ
る
も
の
の
。
患
者
一
部

負
担
の
引
き
上
げ
、
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入

が
患
者
・
家
族
の
肩
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
会
審
議
の
中
で
厚
生
省
幹
部

が
、
次
は
健
保
本
人
の
二
割
負
担
の
実
施

と
ほ
の
め
か
す
答
弁
も
し
て
お
り
、
他
制

度
へ
の
患
者
負
担
増
の
波
及
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
「
改
正
」
は
、
厚
生
省
自
身
も
認

め
て
い
る
老
人
病
院
の
「
お
世
話
料
」
名

目
の
高
額
な
保
険
外
負
担
や
老
齢
年
金
が

極
め
て
低
額
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
老
人
・

家
族
の
医
療
や
生
活
の
実
態
を
考
え
る

と
、
老
人
に
経
済
的
な
苦
痛
を
与
え
る
と

と
も
に
そ
の
受
診
や
人
院
の
い
っ
そ
う
の

抑
制
を
ま
ね
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
前
国
会
で
同
「
改
正
」

案
に
つ
い
て
、
患
者
一
部
負
担
の
大
幅
引

き
上
げ
や
国
会
審
議
な
し
で
負
担
増
の
で

き
る
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
な
ど
に
反
対
す

る
要
望
書
を
衆
参
社
会
労
働
委
員
に
手
渡

し
て
い
ま
し
た
。

　

3
3
番
目
の
難
病
公
費
対
象
に

　
　

特
発
性
大
腿
骨
頭
壊
死

　

厚
生
省
は
三
十
三
番
目
の
特
定
疾
患
治

療
研
究
の
対
象
に
、
特
発
性
大
腿
骨
頭
壊

死
を
指
定
し
ま
し
た
。
実
施
は
来
年
一
月

か
ら
。

　

こ
の
疾
患
は
、
「
特
定
の
原
因
な
く
、

大
腿
骨
頭
の
血
液
が
遮
断
し
、
同
部
位
の

骨
壊
死
が
生
じ
る
疾
患
。
壊
死
を
起
こ
し

た
骨
は
組
織
の
再
生
能
力
を
失
う
た
め
繰

り
返
し
の
荷
重
に
よ
る
変
形
や
微
小
骨
折

に
対
す
る
修
復
が
起
こ
ら
な
い
た
め
、
荷

重
が
集
中
す
る
大
腿
骨
頭
は
陥
没
し
、
関

接
表
面
の
変
形
を
残
す
。
ま
た
、
関
接
の

両
面
の
適
合
不
全
の
た
め
股
関
節
の
機
能

が
障
害
さ
れ
る
。
大
腿
頚
部
骨
折
、
外
傷

性
股
関
節
脱
臼
、
潜
水
病
な
ど
の
減
圧
症

な
ど
に
続
発
す
る
も
の
は
、
大
腿
骨
へ
の

血
流
障
害
の
原
因
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い

う
点
か
ら
症
候
性
大
腿
骨
頭
壊
死
症
と
し

て
区
別
」
さ
れ
、
症
状
は
「
股
関
節
よ
り

大
腿
、
膝
に
か
け
て
の
強
い
痛
み
が
生
じ

る
。
初
期
は
動
作
の
始
め
に
強
い
痛
み
を

覚
え
動
作
中
は
軽
快
す
る
の
が
普
通
で
、

進
行
と
と
も
に
痛
み
は
持
続
性
と
な
り
歩

行
能
力
も
極
度
に
障
害
さ
れ
、
し
ゃ
が
み

こ
み
、
階
段
の
昇
降
な
ど
の
日
常
生
活
に

も
著
し
く
支
障
を
き
た
す
」
も
の
で
す
。

患
者
数
は
約
三
千
人
。
男
女
比
は
Ｉ
・
四

対
一
と
や
や
男
性
に
多
い
。
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厚
生
省
が
医
療
。

　

福
祉
人
材
確
保
へ

　

厚
生
省
は
八
月
二
十
一
一
日
、
看
護
職
員

・
社
会
福
祉
施
設
職
員
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
法
律
案
を

次
期
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
示
し
た

「
平
成
四
年
度
保
健
医
療
・
福
祉
マ
ン
パ

ワ
ー
対
策
大
綱
」
を
自
民
党
社
会
部
会
に

報
告
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
綱
で
は
看
護
職
員
に
つ
い
て
「
夜
勤

回
数
を
平
均
月
八
日
以
下
、
完
全
週
休
二

日
制
を
目
指
し
、
勤
務
条
件
の
改
善
を
進

め
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
具
体
施

策
と
し
て
院
内
保
育
施
設
・
宿
舎
の
充
実

や
診
療
報
酬
上
の
配
慮
な
ど
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
潜
在
看
護
婦
の
再
就
職
促
進

へ
の
情
報
提
供
な
ど
の
た
め
に
「
都
道
府

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
施
設
職
員
に
つ
い
て
は
「
週

休
二
日
制
に
む
け
て
の
時
間
短
縮
」
「
夜

間
勤
務
の
軽
減
」
を
基
本
方
針
と
し
、
具

体
的
に
は
勤
務
時
間
を
週
四
十
三
・
五
時

間
か
ら
四
十
二
時
間
と
す
る
こ
と
や
、
宿

直
非
常
勤
職
員
の
確
保
な
ど
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
は
常
勤

・
非
常
勤
と
も
手
当
額
の
抜
本
改
正
、
退

職
手
当
制
度
の
導
入
な
ど
を
柱
と
し
て
い

ま
す
。

精
神
薄
弱
者
に
も

運
賃
割
引
を
拡
大

　

九
月
十
一
日
、
Ｊ
Ｒ
六
社
と
大
手
私
鉄

十
五
社
は
、
精
神
薄
弱
者
を
運
賃
割
引
の

対
象
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
十
二
月
一
日

か
ら
の
実
施
が
運
輸
省
に
認
可
さ
れ
ま
し

た
。
対
象
者
は
療
育
手
帳
交
付
者
。
本
人

が
単
独
の
と
き
百
一
キ
ロ
以
上
利
用
の
場

合
は
普
通
運
賃
が
半
額
、
重
度
の
場
合
、

介
護
者
と
も
に
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
昨
年
二
月
か
ら
内
部
障
害

者
も
対
象
に
し
た
の
に
つ
づ
く
も
の
で
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
運
動
の
成
果
に
刺
激
を
受

け
て
、
精
神
薄
弱
者
の
家
族
会
な
ど
が
署

名
運
動
を
は
じ
め
大
運
動
を
す
す
め
た
結

果
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
会
社
労
委
員
分
離

　
　

厚
生
委
と
労
働
委
に

　

先
の
臨
時
国
会
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
社

会
労
働
委
員
会
が
、
「
厚
生
委
員
会
」
と

　

［
労
働
委
員
会
］
に
分
離
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
国
会
で
は
、
衆
院
厚
生
委
員
長
に
浜

田
卓
一
一
郎
（
自
民
）
、
参
院
厚
生
委
員
長

に
は
田
渕
勲
二
（
社
会
）
両
議
員
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

厚
生
委
員
会
は
、
衆
参
両
院
と
も
に
委

員
会
定
例
日
は
週
二
日
と
な
り
、
審
議
が

行
わ
れ
ま
す
。

＠

　
　

「
患
者
の
権
利
法

　

つ
く
る
会
」
発
足

　

十
月
六
日
、
「
患
者
の
権
利
法
を
つ
く

る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
「
つ
く

る
会
」
は
、
。
与
え
ら
れ
る
医
療
か
ら
参

加
す
る
医
療
へ
”

　

″
患
者
の
権
利
法
を
私

た
ち
の
手
で
″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
「
患
者

の
諸
権
利
を
定
め
る
法
律
案
要
綱
」
案
を

提
起
（
六
、
七
面
参
照
）
、
こ
れ
を
タ
タ

キ
台
に
一
年
間
ほ
ど
か
け
て
法
案
づ
く
り

を
す
す
め
、
法
律
案
を
ま
と
め
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
成
総
会
に
は
、
弁
誕
士
、
医
師
、

患
者
ら
多
数
が
参
加
、
現
在
の
医
師
と
患

者
の
関
係
、
準
備
会
が
提
案
し
た
要
綱
案

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
こ
の
総
会
に
は
代
表
の
参
加

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
問
題
提

起
を
重
視
し
、
「
す
す
め
る
会
」
に
代
表

を
入
会
さ
せ
情
報
を
入
手
、
患
者
の
立
場

か
ら
運
動
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
常
任

幹
事
会
で
決
め
ま
し
た
。

　

脳
死
容
認
は
4
4
％

　

臨
調
が
世
論
調
査

　

去
る
六
月
に
「
中
問
憲
見
」
を
発
表
し

た
「
脳
死
臨
調
」
は
、
全
国
の
二
十
歳
以

上
の
男
女
三
千
人
を
対
象
に
し
て
、
「
脳

死
及
び
臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
世
論
調

査
」
を
行
い
、
十
月
に
そ
の
集
計
結
果
（
速

報
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
脳
死
ま
た
は
臓
器
移

植
問
題
に
「
か
な
り
関
心
が
あ
る
」
二
〇

・
〇
％
、
「
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る
」
五

一
・
七
％
と
強
い
関
心
度
が
示
さ
れ
、
「
脳

死
状
態
に
な
っ
た
ら
死
と
認
め
て
よ
い
」

と
思
う
人
が
四
四
エ
ハ
％
、
「
そ
う
は
思

わ
な
い
」
人
が
二
四
・
五
％
、
「
わ
か
ら

な
い
」
人
が
三
〇
・
九
％
で
し
た
。
ま
た
、

脳
死
状
態
か
ら
の
心
臓
や
肝
臓
の
移
植
に

つ
い
て
は
「
認
め
る
べ
き
」
と
す
る
人
が

五
五
・
二
％
。
「
認
め
る
べ
き
で
な
い
」

は
一
三
・
八
％
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
も
し
臓
器
移
植
以
外
に
助

か
る
方
法
が
な
い
と
い
わ
れ
た
ら
ど
う
す

る
か
」
と
の
間
に
、
「
移
植
手
術
を
希
望
す

る
」
が
二
九
・
五
％
、
「
家
族
、
友
人
な

ど
親
し
い
人
の
臓
器
な
ら
移
植
を
希
望
」

一
五
・
九
％
、
「
希
望
し
な
い
」
三
六
・

四
％
で
、
「
仮
に
脳
死
の
状
態
に
な
っ
た

と
し
た
場
合
、
自
分
の
臓
器
の
提
供
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
」
と
の
問
に
は
、
「
提

供
し
て
も
よ
い
」
三
九
・
五
％
、
「
家
族
、

友
人
な
ど
親
し
い
人
な
ら
提
供
し
て
も
よ

い
」
二
八
こ
ハ
％
、
「
提
供
し
た
く
な
い
」

一
七
・
五
％
と
の
回
答
で
し
た
。

　

調
査
の
回
収
数
は
二
、
三
六
五
で
、
回

収
率
は
七
八
・
八
％
で
し
た
。
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＠

患
者
の
諸
権
利
を
定
め
る
法
律
要
綱
案
言
い
詣
で

　

前

　
　

文

　

す
べ
て
の
人
は
自
己
お
よ
び
家
族
の
健

康
お
よ
び
福
祉
に
十
分
な
生
活
水
準
を
保

持
し
、
到
達
可
能
な
最
高
水
準
の
身
体
お

よ
び
精
神
の
健
康
を
享
受
す
る
権
利
を
有

し
て
い
る
（
世
界
人
権
宣
言
、
国
際
人
権

規
約
）
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
生
命
、
自
由
お
よ
び

幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い

て
最
大
の
尊
重
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
国
民
が
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
国
が
、
す
べ
て
の
生
活
部
面

に
お
い
て
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
お
よ
び

公
衆
衛
生
の
向
上
お
よ
び
増
進
に
努
め
る

べ
き
義
務
を
有
す
る
こ
と
を
宣
明
し
た
。

　

医
燎
は
、
人
々
の
健
康
に
生
き
る
権
利

の
実
現
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
何
よ

り
も
人
間
の
尊
厳
を
旨
と
し
、
科
学
性
、

安
全
性
を
そ
な
え
る
と
と
も
に
、
患
者
の

主
体
性
を
尊
重
し
、
で
き
る
限
り
開
か
れ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

わ
が
国
は
、
世
界
に
冠
た
る
経
済
力
を

持
ち
な
が
ら
、
医
療
、
福
祉
、
保
健
等
の

水
準
は
決
し
て
満
足
し
う
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
、
高
い
医
療
技
術
水
準
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
民
の
医
療
に
対
す
る
不
信

感
は
根
強
い
も
の
が
あ
る
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
開
か
れ
た
医
療
と

人
間
的
な
福
祉
社
会
を
つ
く
り
あ
け
る
上

で
、
医
療
に
お
け
る
患
者
の
諸
権
利
を
法

律
を
も
っ
て
確
認
し
、
医
療
に
お
い
て
健

康
権
や
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
る
制
度
的

な
条
件
を
整
え
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

意
義
を
も
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
患
者
の
権
利
に
関
す

る
基
本
法
を
定
め
る
。

　

Ｉ

　

医
療
に
お
け
る

　
　
　
　

基
本
権

　

ａ

　

（
医
療
に
対
す
る
参
加
権
）

　

す
べ
て
人
は
、
医
療
政
策
の
立
案
か
ら

医
療
提
供
の
現
場
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る

レ
ベ
ル
に
お
い
て
。
医
療
に
対
し
参
加
す

る
権
利
を
有
す
る
。

　

ｂ

　

（
知
る
権
利
と
学
習
権
）

　

す
べ
て
人
は
、
自
ら
の
生
命
、
身
体
、

健
康
な
ど
に
か
か
わ
る
状
況
を
正
し
く
理

解
し
、
最
善
の
選
択
を
な
し
う
る
た
め
に
、

必
要
な
す
べ
て
の
医
療
情
報
を
知
り
、
か

つ
学
習
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　

ｃ

　

（
最
善
の
医
療
を
受
け
る
権
利
）

　

す
べ
て
人
は
、
経
済
的
負
担
能
力
に
か

か
わ
り
な
く
、
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
、

最
善
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ｄ

　

（
平
等
な
医
療
を
受
け
る
権
利
）

　

す
べ
て
人
は
、
政
治
的
、
社
会
的
、
経

済
的
地
位
や
人
種
、
国
籍
。
宗
教
、
信
条
。

年
齢
、
性
別
、
疾
病
の
種
類
な
ど
に
か
か

わ
り
な
く
、
等
し
く
最
善
の
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ｅ

　

（
医
療
に
お
け
る
自
己
決
定
権
）

　

す
べ
て
人
は
、
十
分
な
情
報
提
供
と
わ

が
り
や
す
い
説
明
を
受
け
、
自
ら
の
納
得

と
自
由
な
意
思
に
も
と
づ
き
自
分
の
受
け

る
医
療
行
為
に
同
意
し
て
、
選
択
し
、
あ

る
い
は
拒
否
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　

ｎ

　

国
お
よ
び
地
方

　
　
　
　

自
治
体
の
義
務

　

ａ

　

（
権
利
の
周
知
と
患
者
を
援
助
す

　
　
　
　

る
義
務
）

　

国
お
よ
び
地
方
自
治
体
は
、
ひ
ろ
く
国

民
お
よ
び
地
域
住
民
に
対
し
、
又
、
医
療

機
関
お
よ
び
医
療
従
事
者
に
対
し
て
、
本

法
に
定
め
る
患
者
の
諸
権
利
に
つ
き
周
知

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
具
体
的
措
置
を
と

る
と
と
も
に
、
患
者
自
身
が
そ
の
権
利
を

十
分
行
使
し
う
る
よ
う
援
助
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ｂ

　

（
医
療
施
設
等
を
整
備
す
る
義
務
）

　

国
お
よ
び
地
方
自
治
体
は
、
国
民
お
よ

び
地
域
住
民
が
等
し
く
最
善
の
医
療
を
享

受
す
る
た
め
に
、
必
要
か
つ
十
分
な
医
療

施
設
等
の
人
的
、
物
的
体
制
を
整
備
し
、

か
つ
、
医
療
水
準
の
向
上
の
た
め
適
切
な

措
沢
一
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ｃ

　

（
医
療
保
障
制
度
を
充
実
す
る
義

　
　
　
　

務
）

　

国
お
よ
び
地
方
自
治
体
は
、
国
民
お
よ

び
地
域
住
民
が
等
し
く
最
善
の
医
療
を
享

受
す
る
た
め
に
、
必
要
か
つ
十
分
な
医
療

施
設
等
の
人
的
、
物
的
体
制
を
整
備
し
、

か
つ
、
医
療
水
準
の
向
上
の
た
め
適
切
な

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｃ

　

（
医
療
保
障
制
度
を
充
実
す
る
義

　
　
　
　

務
）

　

国
お
よ
び
地
方
自
治
体
は
、
国
民
お
よ

び
地
方
住
民
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
経

済
的
負
担
能
力
に
か
か
わ
り
な
く
最
善
の

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

又
、
医
療
機
関
お
よ
び
医
療
従
事
者
が
最

の
医
療
を
提
供
し
う
る
よ
う
に
医
療
保
障

制
度
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ｍ

　

医
療
機
関
お
よ

　
　
　
　

び
医
療
従
事
者

　
　
　
　

の
義
務

　

ａ

　

（
誠
実
に
医
療
を
提
供
す
る
義
務
）

　

医
療
機
関
お
よ
び
医
療
従
事
者
は
。
患

者
の
人
格
の
尊
厳
と
健
康
に
生
き
る
権
利

を
尊
重
し
、
患
者
と
の
信
頼
関
係
を
確
立

保
持
し
、
誠
実
に
最
善
の
医
療
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｂ

　

（

　

医
療
機
関
お
よ
び
医
療
従
事
者
は
、
常

に
患
者
が
有
す
る
精
神
的
、
肉
体
的
負
担

等
に
配
慮
し
、
患
者
の
権
利
を
尊
重
し
、

こ
れ
を
援
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｃ

　

（
医
療
従
事
者
と
し
て
の
研
Ⅲ
義

　
　
　
　

務
）

　

医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
婦
、
薬
剤
師

等
す
べ
て
の
医
療
従
事
者
は
。
そ
れ
ぞ
れ

に
付
与
さ
れ
た
法
律
上
の
資
格
と
倫
理
基

準
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
と
品
性
を
保
持

し
、
そ
の
向
上
の
た
め
絶
え
ず
研
釧
し
な

Jｐｅの仲‐1991-9･112卯



1991年11月16日発行SSKO増刊辿巻935号金曜発行）火曜・木曜1976年２月25H第三種郵便物認可（毎週,L回月曜

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ⅳ

　

患
者
の
権
利
各
則

　

ａ

　

（
自
己
決
定
権
）

　

患
者
は
、
医
師
お
よ
び
医
療
従
事
者
の

誠
意
あ
る
説
明
、
助
言
、
協
力
、
指
導
な

ど
を
得
た
う
ぇ
で
、
自
由
な
意
思
に
も
と

づ
き
、
診
療
、
検
査
、
投
薬
、
手
術
そ
の

他
の
医
療
行
為
を
受
け
、
選
択
し
、
或
い

は
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ｂ

　

（
説
明
お
よ
び
報
告
を
受
け
る
権

　
　
　
　

利
）

　

患
者
は
、
医
師
お
よ
び
他
の
医
療
従
事

者
か
ら
、
自
己
に
対
す
る
医
療
行
為
の
目

的
、
方
法
、
危
険
性
、
予
後
、
選
択
し
う

る
他
の
治
療
手
段
、
担
当
す
る
医
療
従
事

者
の
氏
名
、
経
歴
、
自
己
に
対
し
て
な
さ

れ
た
治
簾
、
検
査
の
結
果
な
ど
に
つ
き
、

十
分
に
理
解
で
き
る
ま
で
説
明
と
報
告
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｃ

　

（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン

　
　
　
　

ト
の
方
式
、
手
続
）

　

患
者
お
よ
び
医
療
従
事
者
は
、
医
療
行

為
に
関
す
る
説
明
と
同
意
に
つ
き
、
書
面

に
よ
り
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

胎
児
、
小
児
、
痴
呆
老
人
、
意
識
障
害

の
あ
る
者
な
ど
に
対
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
ー
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
そ
の
患
者
に
代
わ

っ
て
意
思
表
明
を
な
す
法
律
上
の
権
限
を

有
す
る
者
ま
た
は
法
律
上
の
保
護
義
務
を

有
す
る
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
は
必
ず
書
面
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ｄ

　

（
転
医
す
る
権
利
と
転
医
・
退
院

　
　
　
　

を
強
制
さ
れ
な
い
権
利
）

　

患
者
は
、
医
療
機
関
を
選
択
し
、
転
医

す
る
こ
と
が
で
き
、
又
、
自
己
の
意
思
に

反
す
る
転
医
や
退
院
を
強
制
さ
れ
な
い
。

　

患
者
は
、
い
つ
で
も
転
医
に
必
要
な
情

報
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

　

ｅ

　

（
検
証
権
）

　

患
者
は
、
自
己
に
対
す
る
医
療
行
為
に

関
し
、
必
要
と
考
え
る
場
合
に
は
、
い
つ

で
も
同
一
医
療
機
関
の
別
の
医
療
従
事

者
、
或
い
は
、
他
の
医
療
機
関
の
医
療
従

事
者
か
ら
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ｆ

　

（
医
療
記
録
の
閲
覧
謄
写
請
求
権
）

　

患
者
は
、
自
己
の
医
直
に
関
し
て
、
医

療
機
関
或
い
は
医
療
従
事
者
か
ら
治
療
経

過
に
か
か
わ
る
要
約
的
説
明
省
（
サ
マ
リ

ー
）
を
受
け
と
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関

が
有
し
て
る
自
己
の
医
療
記
録
（
カ
ル
テ

等
）
を
閲
覧
し
、
或
い
は
そ
の
写
し
の
交

付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ｇ

　

（
証
明
書
等
の
交
付
請
求
権
）

　

患
者
お
よ
び
そ
の
遺
族
は
、
医
療
機
関

お
よ
び
医
療
従
事
者
に
対
し
、
患
者
に
関

す
る
診
断
、
投
槃
、
手
術
、
入
院
、
通
院

と
治
療
の
経
過
お
よ
び
結
果
、
医
療
費
の

明
細
、
出
生
、
死
亡
な
ど
の
事
実
を
証
明

す
る
嗇
面
の
交
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ｈ

　

（
個
人
情
報
を
保
護
さ
れ
る
権
利
）

　

患
者
は
、
診
療
過
程
に
つ
い
て
医
療
機

関
お
よ
び
医
療
従
事
者
が
取
得
し
た
自
己

の
個
人
情
報
を
保
護
さ
れ
、
事
前
の
同
意

な
く
し
て
、
或
い
は
自
己
に
対
す
る
治
療

目
的
以
外
で
第
三
者
に
開
示
さ
れ
な
い
。

八

　
　
　
　

お
よ
び
私
生
活
を
保
障
さ
れ
る

　
　
　
　

権
利
）

　

患
者
は
、
快
適
な
施
設
環
境
の
中
で
、

或
い
は
在
宅
に
お
い
て
、
最
普
の
医
療
を

受
け
、
可
能
な
限
り
通
常
の
社
会
生
活
に

参
加
し
、
或
い
は
通
常
の
私
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
。

＠

　

ｊ

　

（
不
当
な
拘
束
や
虐
待
を
受
け
な

　
　
　
　

い
権
利
）

　

患
者
は
、
不
当
な
拘
束
や
虐
待
を
受
け

な
い
権
利
を
有
す
る
。

　

ｋ

　

（
試
験
研
究
や
特
殊
な
医
療
に
お

　
　
　
　

け
る
権
利
）

　

患
者
は
、
試
験
・
研
究
に
参
加
せ
ず
、

或
い
は
一
般
化
し
て
い
な
い
特
殊
な
医
療

を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
如
何
な
る
不
利
益
扱
い
も
受
け
な

ｒ
ｖ

　

患
者
が
試
験
・
研
究
に
参
加
し
、
或
い

は
特
殊
な
医
療
を
受
け
る
に
際
し
て
は
、

そ
の
目
的
、
危
険
性
、
予
後
、
担
当
す
る

研
究
者
或
い
は
医
療
従
事
者
の
氏
名
、
資

格
、
経
歴
等
に
つ
き
、
書
面
に
よ
る
同
意

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
、
患
者
は

い
つ
で
も
同
意
の
撤
回
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

Ｖ

患
者
の
権
利

擁
護
シ
ス
テ
ム

　

ａ

　

（
権
利
の
公
示
制
度
）

　

患
者
は
、
受
診
す
る
医
療
機
関
に
対
し
、

患
者
の
諸
権
利
に
つ
い
て
記
し
た
書
面
の

交
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

医
簾
機
関
は
、
本
法
に
定
め
る
患
者
の

諸
権
利
を
具
体
的
に
行
使
す
る
手
続
等
に

つ
き
施
設
内
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

ｂ

　

（
患
者
の
権
利
擁
護
委
員
）

　

一
定
の
規
模
を
有
す
る
医
療
機
関
は
、

専
ら
患
者
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
業
務
に

従
事
す
る
患
者
の
権
利
擁
護
委
員
会
を
お

き
、
当
該
医
療
機
関
お
よ
び
医
療
従
事
者

に
対
す
る
患
者
の
意
見
や
苦
情
が
適
切
に

解
決
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。

　

地
方
自
治
体
は
、
一
定
の
規
模
以
下
の

医
療
機
関
に
お
け
る
患
者
の
権
利
を
擁
護

す
る
た
め
、
一
定
の
地
域
内
に
存
す
る
医

療
機
関
を
担
当
す
る
患
者
の
権
利
擁
護
委

員
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｃ

　

（
患
者
の
権
利
審
査
会
）

　

患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
、
或
い
は
法
律

上
患
者
に
代
っ
て
意
思
表
示
を
な
し
う
る

者
、
又
は
法
律
上
の
保
護
義
務
を
有
す
る

者
は
、
医
療
機
関
お
よ
び
医
療
従
事
者
に

よ
る
権
利
の
侵
害
が
あ
る
時
、
或
い
は
患

者
の
権
利
擁
護
委
員
が
行
っ
た
措
置
に
つ

き
不
服
が
あ
る
時
、
患
者
の
権
利
審
査
会

に
対
し
、
権
利
侵
害
の
排
除
、
或
い
は
自

己
が
求
め
る
権
利
の
実
現
お
よ
び
公
平
な

紛
争
の
処
理
を
求
め
て
、
審
査
の
申
立
て

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

地
方
自
治
体
は
、
郡
又
は
市
の
段
階
お

よ
び
都
道
府
県
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
患
者
の
権
利
審
査
会
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

患
者
の
権
利
審
査
会
に
は
、
患
者
（
団

体
）
、
住
民
代
表
、
弁
護
士
、
医
療
従
事

者
を
含
み
、
か
つ
医
療
従
事
者
が
過
半
数

を
越
え
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
構
成
お

よ
び
運
営
に
つ
い
て
は
政
令
で
定
め
る
。

　

ｄ

　

（
制
裁
お
よ
び
審
査
手
続
と
訴
訟

　
　
　
　

の
関
係
）

　

患
者
の
権
利
審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
場
合
は
、
当
該
医
療
機
関
お
よ

び
医
療
従
事
者
に
対
し
、
或
い
は
当
該
患

者
の
権
利
擁
護
委
員
に
対
し
て
、
具
体
的

に
採
る
べ
き
措
遡
に
つ
き
勧
告
し
、
或
い

は
権
利
侵
害
の
事
実
に
つ
き
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

患
者
の
権
利
審
査
会
に
対
す
る
申
立
お

よ
び
審
査
は
訴
権
を
妨
け
な
い
。

　

Ⅵ

　

罰

　
　

則

2９５19引－9･11｡il≫ の1巾暦



1976年２月25日第三極郵便物認可｛毎週４回月昭一火曜・木曜・金曜発行) S S K 0増刊通巻935号　1991年I1月161十発行

特集
（
一
）
判
決
の
影
響

　
　

『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』
■
ｓ
.
2
9
で
述
べ
た
よ

う
に
、
第
一
審
判
決
に
よ
っ
て
、
人
間
と

は
何
か
、
人
間
ら
し
い
生
活
と
は
何
か
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
水
準
と
は
何
か

が
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
画

期
的
な
判
決
が
、
高
揚
期
に
入
っ
た
社
会

保
障
運
動
に
大
き
な
確
信
を
与
え
、
今
日

の
基
本
的
人
権
の
確
立
や
、
生
命
の
尊
厳

を
標
榜
す
る
運
動
理
念
は
、
こ
の
時
を
境

行
政
訴
訟
対
策
を
協
議
す
る
朝
日
さ
ん

に
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

（
二
）
生
活
保
護
大
幅
に
改
善

　

勝
利
の
判
決
後
、
生
活
保
護
基
準
は
前

年
度
比
二
三
％
と
い
う
生
活
保
護
法
立
法

以
来
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、
問

題
の
日
用
品
費
は
四
七
％
も
上
が
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
年
、
国
家
予
算
に
占
め
る
社

会
保
障
予
算
の
比
率
も
今
ま
で
の
最
高
と

な
っ
た
。

　

（
三
）
運
動
は
大
き
く
輪
を
広
げ
て

　

勝
利
の
判
決
の
あ
と
運
動
自
体
も
、
日

患
同
盟
、
全
生
連
、
全
日
自
労
な
ど
や
一

部
の
労
働
組
合
の
支
援
を
の
り
こ
え
、
そ

の
他
の
労
働
組
合
、
民
主
団
体
の
中
へ
輪

を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
一
審
判
決
を
受
け
入
れ
れ
ば
、

社
会
保
障
政
策
を
根
本
的
に
転
換
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
く
な
る
政
府
は
、
世
論
の
集

中
的
な
批
判
に
耳
を
か
す
ど
こ
ろ
か
、
逆

に
最
重
度
の
朝
日
さ
ん
を
東
京
高
等
裁
判

所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
無
謀
な
控
訴
を
は
ね
か
え
す
た
め

に
、
東
京
で
は
、
労
働
組
合
を
は
じ
め
民

主
団
体
が
参
加
し
て
朝
日
訴
訟
中
央
対
策

委
員
会
を
結
成
し
た
。
す
で
に
現
地
岡
山

で
は
、
対
策
委
員
会
が
結
成
さ
れ
て
い
た

＠
の
で
、
中
央
と
現
地
の
パ
イ
プ
が
つ
な
が

り
、
運
動
の
体
制
が
大
き
く
強
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
運
動
を
支
え
る
側
に
、
「
重

症
の
朝
日
さ
ん
を
守
ろ
う
」
と
い
う
同
情

的
な
も
の
も
多
分
に
残
っ
て
は
い
た
。
だ

が
何
よ
り
も
朝
日
訴
訟
が
、
も
は
や
患
者
、

生
活
保
護
受
給
者
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
社
会
保
障
の
給
付
や
最
低
賃
金
制
と

の
関
係
だ
け
で
も
な
く
、
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
る
権
利
の
問
題
、
つ
ま
り
基
本

的
人
権
の
問
題
と
し
て
広
く
国
民
の
間
に

理
解
さ
れ
は
じ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支

援
の
質
が
変
わ
っ
て
き
た
。

　

（
四
）
高
揚
す
る
社
会
保
障
運
動

　

第
一
審
判
決
前
後
の
情
勢
の
代
表
的
な

社
会
保
障
運
動
は
。
一
九
六
〇
年
か
ら
た

か
ま
っ
て
き
た
小
児
マ
ヒ
か
ら
子
供
を
守

る
母
親
ら
の
だ
た
か
い
が
全
国
的
に
繰
り

広
げ
ら
れ
、
ソ
連
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
輸
入

と
い
う
画
期
的
な
成
果
を
あ
げ
た
り
、
ま

た
看
護
婦
さ
ん
た
ち
が
「
い
い
医
療
を
お

こ
な
う
に
は
、
そ
れ
が
で
き
る
労
働
条
件

を
」
、
と
立
ち
上
が
っ
た
「
病
院
ス
ト
」

も
全
国
的
に
燃
え
広
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
諸
闘
争
の
中
で
、
「
健
康
で

文＝長

　

宏

(JPC代表幹事)

文
化
的
な
生
活
を
国
民
の
権
利
と
し
て
要

求
し
よ
う
」
と
い
う
合
言
葉
が
生
ま
れ
、

ま
た
、
労
働
組
合
、
民
主
団
体
の
社
会
保

障
方
針
の
中
に
憲
法
第
二
五
条
の
引
用
が

散
見
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
朝
日
訴

訟
第
一
審
判
決
の
内
容
が
具
体
的
に
浸
透

し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

（
五
）
第
二
審
判
決
に
む
け
て

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
生
き
る
権
利
を
主

張
し
た
朝
日
訴
訟
の
思
想
が
、
社
会
保
障

運
動
の
中
に
、
確
実
に
定
首
し
て
い
っ
た
。

　

だ
が
二
審
段
階
の
運
動
を
み
る
と
、
朝

日
訴
訟
自
体
は
大
き
く
広
が
っ
た
が
、
民

主
運
動
全
体
で
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
情

勢
を
む
か
え
て
い
た
。
国
民
の
激
し
い
反

対
を
押
し
切
っ
て
締
結
さ
れ
た
日
米
安
保

条
約
後
の
体
制
の
中
で
、
民
主
主
義
運
動

に
対
す
る
分
裂
と
干
渉
が
、
体
制
側
に
よ

っ
て
す
る
ど
く
も
ち
こ
ま
れ
、
平
和
運
動

が
分
裂
し
、
労
働
運
動
の
中
に
も
統
一
に

大
き
な
ゆ
れ
が
生
ま
れ
た
。

　

朝
日
側
の
敗
訴
と
な
っ
た
第
二
審
は
、

1991-9-11

　

・||醸嚇の抑闇296



1976:ii;2に=j25L」第.三種郵便物紹可｛毎週４回月曜・火曜・木曜・金咄発行) SSKO増刊通巻935号　1991年1］月16日発行

こ
の
戦
後
民
主
主
義
運
動
の
新
し
い
曲
が

り
角
に
立
っ
た
情
勢
そ
の
も
の
と
の
関
係

を
ぬ
き
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

り

　

二
、
第
二
審
判
決

　

一
九
六
三
年
十
一
月
四
日
に
で
た
第
二

審
判
決
は
、
「
す
こ
ぶ
る
低
額
だ
が
、
違

法
と
ま
で
は
い
え
な
い
」
と
い
う
矛
盾
に

み
ち
た
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
略
は
、

　

「
一
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
水
準
と
い

う
概
念
は
、
抽
象
的
で
あ
っ
て
具
体
的
な

内
容
は
厚
生
大
臣
の
砿
極
的
な
施
策
に
ま

つ
は
か
な
い
。

　

二
、
わ
が
国
の
国
民
所
得
お
よ
び
歳
出

予
算
に
対
す
る
社
会
保
障
費
の
比
率
は
、

欧
米
の
若
干
の
国
に
お
け
る
よ
り
も
、
比

二
審
判
決
に
抗
議
す
る
集
会
（
東
京
）

較
的
少
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
こ
れ
と
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

社
会
保
障
の
内
容
や
背
景
を
な
す
国
情
な

ど
を
明
ら
か
に
し
な
い
で
、
た
だ
ち
に
わ

が
国
の
社
会
保
障
額
が
違
法
で
あ
る
と
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

三
、
生
活
保
護
基
準
は
、
国
の
財
政
そ

の
他
国
政
全
般
に
つ
い
て
の
政
策
的
考
慮

を
経
て
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に

社
会
保
障
費
に
つ
き
、
一
定
の
必
要
額
を

認
め
な
が
ら
こ
と
さ
ら
そ
れ
を
必
要
以
下

に
削
減
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

な
お
生
活
扶
助
の
額
は
、
義
務
費
と
し
て

必
要
に
応
じ
て
支
出
さ
れ
、
年
次
歳
出
予

算
の
総
額
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

四
、
生
活
保
護
の
た
め
の
費
用
は
、
納

税
を
つ
う
じ
て
国
民
が
負
担
す
る
も
の
で

あ
る
以
上
、
国
民
感
情
も
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

五
、
政
府
の
決
め
た
日
用
品
費
で
入
院

入
所
中
の
生
活
に
必
要
な
も
の
は
Ｉ
応
そ

ろ
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
朝
日
側
の
要
望

も
受
け
入
れ
る
ほ
ど
生
活
保
護
で
保
護
す

る
入
所
患
者
の
生
活
が
高
度
の
水
準
を
意

味
す
る
も
の
と
は
解
さ
な
い
。

　

六
、
現
実
の
給
付
に
お
い
て
は
、
治
簾

上
必
要
な
栄
養
が
十
分
摂
取
で
き
な
い
事

態
の
お
こ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
生
活
保
護
法

の
も
と
で
の
給
食
は
高
度
の
も
の
で
は
な

い
。

＠

　

七
、
こ
の
よ
う
な
集
団
給
食
に
伴
う
欠

陥
を
解
決
す
る
た
め
の
別
途
の
補
食
と
い

う
こ
と
は
一
般
の
社
会
保
険
で
も
給
食
の

対
象
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
費
用
と
し
て
補
食
費
を
生
活
保
護
患
者

に
給
付
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
も
疑
問

で
あ
る
。
」

　

（
一
）
差
別
観
を
貫
い
た
判
決

　

以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
二
審
判

決
は
、
多
く
の
人
ぴ
と
の
支
援
を
う
け
た

一
審
判
決
を
真
向
か
ら
否
定
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
生
活
保
護
受
給
者
の
生
活
実

態
か
ら
完
全
に
遊
離
し
て
い
た
。
中
で
も

一
貫
し
た
特
徴
は
、
政
府
の
政
策
を
、
擁

護
し
、
生
活
保
護
法
を
お
め
ぐ
み
と
し
て

考
え
、
差
別
観
を
貫
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

と
り
わ
け
補
食
に
関
連
し
て
述
べ
て
い

る
部
分
で
も
、
は
っ
き
り
社
会
保
険
と
生

活
保
護
の
処
遇
上
の
差
別
を
肯
定
す
る
の

で
あ
る
。
朝
日
側
の
寺
坂
証
人
（
医
師
）

の
「
食
欲
不
振
の
患
者
に
は
治
療
薬
を
与

え
る
わ
け
だ
が
、
生
活
保
護
患
者
へ
の
治

療
方
針
は
、
『
三
等
鈍
行
方
式
』
と
い
っ

て
、
か
な
り
制
限
が
あ
り
、
五
八
年
当
時

は
胃
酸
を
使
う
こ
と
さ
え
も
制
限
さ
れ
て

い
た
」
と
、
指
摘
し
た
そ
の
「
生
保
－
鈍

行
」
方
式
を
公
然
と
認
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

生
活
保
護
法
の
第
一
条
に
は
、
「
こ
の

法
律
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
に
規
定

　

9
7

す
る
理
念
に
も
と
づ
き
・
：
」
と
あ
る
が
、

　

２

第
二
審
判
決
は
そ
の
理
念
を
ふ
み
に
じ

り
、
む
し
ろ
、
今
か
ら
三
百
年
も
前
の
エ

リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
（
イ
ギ
リ
ス
・
一
六
〇

一
年
）
の
精
神
、
劣
等
処
遇
の
原
則
の
影

響
を
強
く
反
映
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

　

（
二
）
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
二
審
判
決

　

憲
法
の
番
人
と
し
て
は
ま
さ
に
適
性
を

欠
き
生
存
権
を
歪
め
、
民
主
主
義
と
は
お

よ
そ
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
、
司
法
と
行
政

の
癒
首
ぶ
り
を
浮
き
彫
り
に
し
た
判
決
で

あ
っ
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
二
審
の
判
決
に
よ
っ
て
、

運
動
は
動
揺
も
衰
え
も
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

現
地
対
策
委
員
会
（
岡
山
療
会
議
室
）

｡||●飴の1巾fLI 1991-9･11
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北
海
道
難
病
連
は
、
一
九
七
二
年
（
昭

和
四
七
年
）
全
国
筋
無
力
症
友
の
会
北

海
道
支
部
な
ど
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て

準
備
が
進
め
ら
れ
、
一
九
七
三
年
（
昭

和
四
八
年
）
二
月
、
十
団
体
（
千
百
家

族
）
に
よ
っ
て
北
海
道
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
二
十
四
疾
病
団
体
（
二
十
五

部
会
）
、
十
九
地
域
支
部
（
準
備
会
含

む
）
で
九
千
六
百
家
族
の
団
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

創
立
十
周
年
を
機
会
に
、
活
動
を
一

層
お
し
す
す
め
、
責
任
と
義
務
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
一
九
八
二
年
（
昭
和

五
七
年
）
十
二
月
公
益
法
人
と
し
て
北

海
道
知
事
か
ら
財
団
法
人
の
許
可
を
得

ま
し
た
。

　

全
道
集
会
を
開
催

　

難
病
と
難
病
問
題
に
対
す
る
理
解
、

そ
し
て
私
ど
も
の
活
動
へ
の
支
援
を
訴

え
、
加
盟
団
体
と
地
域
支
部
の
相
互
理

解
と
団
結
を
強
め
、
北
海
道
難
病
連
の

活
動
強
化
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る

「
難
病
患
者
・
障
害
者
と
家
族
の
全
道

集
会
は
」
は
、
十
八
回
目
を
迎
え
、
本

年
の
胆
振
管
内
の
虻
田
町
洞
爺
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
部
会
に
よ
る
分
科
会
、
支
部
か
ら

の
バ
ス
に
よ
る
参
加
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
予
定
を
大
き
く
上
回
る
（
参

加
八
一
七
人
）
大
き
な
集
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
域
の
行
政
、
関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン

＠
族
団
体
の
活
動
の
場
と
し
て
、
そ
し
て

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
充
実

と
二
Ｉ
世
紀
の
福
祉
、
在
宅
療
養
生
活

を
試
み
る
も
の
と
し
て
、
ケ
ア
住
宅
付

別
館
の
実
現
を
め
ざ
し
建
設
募
金
運
動

と
共
に
北
海
道
議
会
、
札
幌
市
議
会
へ

の
陳
情
運
動
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

　

実
態
調
査
ま
と
め
る

　

国
の
難
病
対
策
が
始
ま
り
十
八
年
が

過
ぎ
、
難
病
患
者
・
家
族
の
状
況
が
ど

9
6
0
0
家
族
で
多
彩
な
活

ダ
Ｌ
一

テ
ィ
ア
な
ど
の
熱
心
な
協
力
も
得
ら

れ
、
地
域
で
の
患
者
会
活
動
に
対
す
る

理
解
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ケ
ア
付
住
宅
め
ざ
す

　

今
年
の
全
道
集
会
の
集
会
特
別
決
議

を
受
け
て
、
本
格
的
に
難
病
セ
ン
タ
ー

ヶ
ア
住
宅
付
別
館
建
設
運
動
を
進
め
て

ゆ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
年
）
北
海
道

に
よ
っ
て
全
国
で
初
め
て
建
設
さ
れ
た

難
病
セ
ン
タ
ー
は
、
私
ど
も
患
者
・
家

の
よ
う
に
改
善
変
化
し
て
き
た
か
、
そ

し
て
現
在
の
要
望
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

な
ど
を
調
査
し
た
第
三
回
患
者
家
族
実

態
調
査
事
業
の
最
終
年
度
を
迎
え
、
現

在
報
告
沓
の
作
成
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
の
主
な
活
動
と
し
て
は
百
三

十
回
を
超
え
る
難
病
集
団
無
料
検
診
・

出
張
相
談
会
、
合
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
機
関
誌
「
な
ん
れ
ん
」
の
発
行
、

医
療
講
演
会
、
役
員
研
修
会
、
福
祉
機

器
の
普
及
・
開
発
な
ど
で
す
。

　
　

「
は
げ
ま
し
あ
い
、
た
す
け
あ
う
難

病
連
」

　

「
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
医
療
、
地
域
の
福
祉
、
地
域
の
活
動

を
」
を
合
言
柴
に
、
再
来
年
の
二
十
周

年
に
む
け
て
「
人
間
性
を
大
切
に
す
る

社
会
」
を
め
ざ
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
小
さ
な
力
を
出
し
、
ひ
と
つ
の
現

実
を
訴
え
、
一
つ
の
要
望
を
実
現
し
て

行
く
運
動
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

【
事
務
局
】

　

〒
○
六
四
・
札
幌
市
中

　

央
区
南
四
条
西
十
丁
目

　

北
海
道
難

　

病
セ
ン
タ
ー
内

　

宕
○
一
一
－
五
コ
ー
三
二
三
三

第
1
8
回
全
道
集
会
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こや

　

Ｑ

　

。ぶ

　
　

「
全
国
患
者
・
家
族
集
会
」
ま
で
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
昨
年
ま
で
こ

の
時
期
に
毎
年
続
け
て
き
た
「
日
本
の
医

療
・
福
祉
と
患
者
運
動
を
考
え
る
全
国
交

流
集
会
」
の
経
験
を
基
礎
に
し
て
、
″
考

え
る
″
と
き
か
ら
、
″
主
張
と
行
動
″
の

と
き
へ
と
一
歩
足
を
踏
み
出
モ
う
と
企
画

し
た
も
の
で
す
。

　

毎
年
つ
づ
け
て
き
た
全
国
交
流
集
会
で

は
、
患
者
や
家
族
が
お
か
れ
て
い
る
状
況

が
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
理
由
に
し
た

医
療
・
福
祉
制
度
の
相
次
ぐ
「
改
革
」
に

よ
っ
て
、
極
め
て
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

こ
と
が
具
体
的
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
患
者
・
障
害
者
と
家
族
の
高
齢

化
、
障
害
・
病
気
の
重
度
化
、
重
複
化
に

よ
る
医
療
や
生
活
へ
の
深
刻
な
彫
響
が
報

状
況
を
改
善

す
べ
き
国
や

地
方
自
治
体

の
対
応
が
不

十
分
で
あ
る

こ
と
も
多
く

の
参
加
者
か
ら
報
告
さ
れ
、
昨
年
の
交
流

集
会
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
谷
間
の
患
者
」

と
い
わ
れ
る
、
ど
の
制
度
の
対
象
に
も
な

ら
な
い
難
病
患
者
ら
も
含
む
患
者
へ
の
総

合
的
な
対
策
が
、
な
ん
ら
か
の
法
制
化
も

含
め
て
早
急
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
強
く

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
全
国
患
者
・
家
族
集
会
」
で

は
、
こ
う
し
た
患
者
・
家
族
の
切
実
で
深

刻
な
要
求
や
願
い
、
難
病
対
策
の
抜
本
的

な
改
善
、
充
実
を
め
ざ
し
て
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
と

し
て
は
は
じ
め
て
デ
モ
（
霞
が
関
行
進
）

や
関
係
各
省
交
渉
も
積
極
的
に
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
未
加
盟
の
団
体
に
も
、

こ
の
行
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
そ
の

た
め
に
役
員
が
分
担
し
て
各
会
を
訪
問

し
、
一
部
の
会
か
ら
は
参
加
の
回
答
を
得

て
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
法
が
改
悪
さ
れ
、
患
者
自
己

負
担
は
国
会
に
諮
ら
な
く
と
も
毎
年
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
な
ど
、
私
た

ち
患
者
・
家
族
の
医
療
・
福
祉
を
め
ぐ
る

状
況
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る

折
、
多
く
の
団
体
、
会
員
、
家
族
の
ご
参

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＠

国
民
的
課
題
と
し
て
運
動
を

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
八
月
十
六
日
付
で
九
一
年

度
の
国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動
を
開
始

し
全
国
的
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し

た
。
今
年
の
請
願
項
目
は
以
下
の
六
項
目

で
す
。

①
難
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確
立
の
だ

　

め
の
予
算
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と

②
国
立
医
療
機
関
の
空
床
を
利
用
す
る
な

　

と
し
て
、
在
宅
に
よ
る
療
養
が
困
難
な

　

難
病
、
低
肺
、
長
期
療
養
患
者
ら
の
だ

　

め
の
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

を
と
も
な
う
生
活
施
設
を
早
急
に
つ
く

　

る
こ
と

③
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
各
種
法
制
度

　

の
谷
間
に
お
か
れ
て
い
る
慢
性
疾
患
、

　

難
病
患
者
ら
の
医
療
、
福
祉
に
関
す
る

　

公
的
援
助
制
度
を
確
立
す
る
こ
と

④
行
き
届
い
た
看
護
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

　

看
護
婦
不
足
を
早
急
に
解
消
し
、
大
幅

　

な
増
員
を
は
か
る
こ
と

⑤
年
金
制
度
を
改
善
し
、
難
病
患
者
、
長

　

期
慢
性
患
者
が
安
心
し
て
療
養
生
活
を

　

お
く
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
額
と
す
る

　

こ
と

⑥
生
活
・
医
療
相
談
、
集
団
無
料
検
診
な

　

と
を
行
う
「
難
病
セ
ン
タ
ー
」
を
全
都

　

道
府
県
に
設
置
し
、
中
央
に
患
者
会
館

　
　

国
会
請
願
署
名
は
じ
ま
る

　

を
設
置
す
る
こ
と

　

昨
年
「
参
考
に
な
っ
た
」
「
説
明
を
す

る
時
に
便
利
」
と
好
評
だ
っ
た
、
請
願
項

目
の
『
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
』
を
今
年
も
掲

載
し
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

Ｉ

　

最
近
、
署
名
を
お
願
い
す
る
際
の
訴
え

方
と
し
て
、
私
た
ち
患
者
・
家
族
が
抱
え

て
い
る
切
実
な
問
題
を
知
ら
せ
て
い
く
こ

と
と
も
に
、
「
難
病
患
者
・
障
害
者
・
高

齢
者
の
問
題
は
皆
さ
ん
自
身
の
問
題
で

す
」
「
皆
さ
ん
自
身
が
患
者
・
障
害
者
に

な
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
、
患
者
・
家
族
の
問
題
が
健
康

な
人
た
ち
に
と
っ
て
も
共
通
の
問
題
で
あ

る
と
い
う
訴
え
方
で
共
感
や
支
持
を
得
て

い
る
と
の
報
告
が
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
老
人
介
護
の
問
題
や
看
護
婦
不

足
、
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン

セ
ン
ト
（
十
分
な
説
明
を
受
け
た
う
え
で

の
同
憲
）
な
ど
、
国
民
に
と
っ
て
医
療
や

福
祉
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る

状
況
は
、
私
た
ち
の
運
動
へ
の
理
解
や
支

持
が
得
ら
れ
や
す
い
状
況
で
あ
る
と
も
い

え
ま
す
。

　

今
年
も
国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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心謳

　

、。よ､χ

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
事
務
所
が
ま
た
ま
た
引

っ
越
し
を
し
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
な
い
ビ
ル
の
四
階
、
常
任
幹
事

会
で
は
最
低
の
評
判
で
す
。
特
に
、

筋
無
力
症
患
者
の
伊
藤
代
表
幹
事
は

「
絶
対
に
事
務
所
に
は
行
か
な
い
／
・
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
Ｊ
Ｒ
目
白
駅
か
ら
歩
い
て

一
分
で
す
。
こ
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
高

騰
の
折
、
格
安
の
物
件
と
「
家
主
」

の
全
腎
協
が
五
年
越
し
で
さ
が
し
あ

て
た
事
務
所
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
許
し

く
だ
さ
い
。
歩
行
の
困
難
な
来
所
者

に
は
屈
強
の
事
務
局
員
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。
十
月
二
十
六
日
に
引
っ
越

し
、
二
十
八
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
住
所
、
電
話
番

号
は
次
の
通
り
で
す
。

〒
一
七
一

　

東
京
都
豊
島
区
目
白

　
　

ニ
ー
三
八
－
ニ

　

紫
山
会
ビ
ル

電
話
○
三
（
三
九
八
五
）
七
五
九
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
三
九
八
五
）
七
五
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
看
護
制
度
の
新
設
な
ど
部
分
的
に
評
価

　

全
国
集
会
な
ど
協
議

　
　
　
　

で
き
る
面
も
あ
る
が
、
患
者
一
部
負
担
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
1
回
常
任
幹
事
会

　
　
　

段
階
的
引
き
上
げ
と
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入

　

九
月
二
十
九
日
、
三
十
日
、
京
都
教
育

　
　
　

は
高
齢
患
者
に
大
き
な
経
済
的
負
担
を
も

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
二
十
一
回

　
　
　

た
ら
し
、
こ
の
引
き
上
げ
が
健
保
法
本
人

常
任
幹
事
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

二
割
負
担
の
実
施
に
影
響
を
与
え
る
怖
れ

　

会
議
で
は
、
十
一
月
の
全
国
患
者
・
家

　
　
　

が
あ
る
こ
と
な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し

族
集
会
の
準
備
を
中
心
に
協
議
し
、
参
加

　
　
　

た
。
さ
ら
に
、
医
療
法
「
改
正
」
案
は
今

取
組
み
を
さ
ら
に
秘
極
的
に
す
す
め
る
こ

　
　
　

回
も
継
続
審
議
に
な
っ
た
も
の
の
、
不
透

と
、
財
政
対
策
と
し
て
加
盟
各
団
体
一
万

　
　
　

明
な
部
分
が
多
い
こ
の
「
改
正
」
案
に
っ

円
を
基
準
に
集
会
分
担
金
を
拠
出
し
て
も

　
　
　

い
て
Ｊ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
公
開
質
問
状
を
提
出

ら
う
よ
う
呼
び
か
け
る
こ
と
、
基
調
報
告

　
　
　

す
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

を
協
議
し
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
ほ
か
、
来
年
度
以
降
の
全
国
交
流

　

ま
た
、
老
人
保
健
法
「
改
正
」
案
が
国

　
　
　

集
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
協
議
し
ま
し

会
を
通
過
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
老
人
訪

　
　
　

た
。

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
九
三
五
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
ｉ
行
）

一
九
九
一
年
十
一
月
十
六
日
発
行

＠

　

幹
事
会
、
台
風
で
中
止

　

去
る
十
月
十
二
、
十
三
日
に
予
定
し
て

い
た
第
七
回
幹
事
会
は
、
台
風
二
十
一
号

の
関
東
地
方
上
陸
、
交
通
機
関
の
混
乱
が

予
想
さ
れ
た
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
。
改

め
て
別
の
日
程
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
各

団
体
の
行
事
日
程
が
重
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
次
回
来
年
四
月
の
幹
事
会
ま
で
は
常
任

幹
事
会
に
運
営
を
一
任
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
幹
事
会
で
は
、
「
患
者
の
権
利
法
」

づ
く
り
の
動
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

内
容
を
学
習
す
る
予
定
で
し
た
が
改
め
て

機
会
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

9111月17日(日)・18日㈲

会:11月17日午後2時～4時(1時開場)

　　

会場一束京コマ旅行会館

.哺し

　

佐
賀
県
難
病
協
が
発
足

　

八
月
十
八
日
、
佐
賀
県
難
病
団
体
協
議

会
（
佐
賀
難
病
協
）
が
二
団
体
約
百
人
で

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
難
病
連
と
し
て
は
三

十
二
番
目
の
結
成
と
な
り
ま
す
。

　

【
事
務
局
】
〒
八
四
〇
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